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農民教育

地域農業の展開と農民教育の課題

社会教育研究室助教授 山 田 定市

l 問題の所在

いを、農民の学習運動は、?とんに農民だけではをし地域の労働者や住民をひろく結集した労

農学習運動として新た念展開を示しつつある。とのよう在住民の共同学習運動のをかで追求され

ている課題・内容も、たんに農業・農民問題だけでをしひろ〈住民の生活と労働にかかわる地

域問題、生括問題に及んでいる。そして、そのようををかで地域差是業の発展が自主的地域づく b

の一環として位置づけられ追求されているのである。

本稿は、とうした問題状況をふまえつつ、農民教育をいし農民の学習運動の内実にかかわる問

題として、地域農業の展開についてその現段階的定義Uとふれ、さらにとのととを基礎づける農民

的生産力の形成について、基本的視角を窃かにしたいと思う。

2 地域問題と住民自治

とんにち、地域問題は、農業・農民問題をひろく国民的融題として位置づけ、地域農業の発展、

労農学習進動の展開条件を追求するさいの根幹ををす問題である。資本主義のもとでの維誠問題

は、ぞれじたい地域経済の不均等発展の問題であると同時に、資本蓄積のもとでの勤労諸階層の

生活の圧迫・破壊の払唱でもあり、地域になける階級対立、対抗関係の激化を内容としている。

その意味でそれはたんをる経済問題にとどまらず、政治・社会問題K及ばざるをえをい。いいか

えれば、地域FJ唱は、資本蓄積法則か貫徹する創造で不可避的K激化する勤労諸階層の貧閤化K

よってひき起とされるととろの経済・社会問題、政治問題である。国家独占資本主義のもとでは、

地域問題も一段と深刻化し、階級対立も激化する。その第一の特徴は、生産・資本の地域的集中

が生産の社会化を基礎にしていっそう顕藩とを b、地域綬済の不均等発展、都市と農村の分化・

対立の激化とをつてあらわれる。第こに、「地域開発」政策を基軸とする国家独占資本主義の政

策的介入が強まんとの結果、地域住民にとって生産(労働)と生活の統一ーの場としての地域が

破嬢され、勤労務階層の貧困化がいっそう激しく進行する。とのをかで、「地域開発J政策をめ

ぐる独占資本・国家権力と勤労諸階層の対抗関係が激化する。住民自治は、とのようでと対抗関係

のもとにbける地域住民の立場κ立った民主主義的地域統治の原理である。

したがって、住民自治は、第一κ住民生活の食間化・不均等化が進むをかで、住民自身の生活

紡街、権利擁護に根ざすものでるb、基本的人権Kかかわっている。第二に、住民自治は、住民

κよる地域統治をめざす民主主義にのっとった住民の集団的実践であb、政府・独占資本の政治

vc対抗する平等、公正を基本とする地域統治の政治原理である。第三tむとのよう在住民自治が
現実の地方政治の中でどの程度主主主うるかというととは、住民自治についての住民自身の自覚と

実践的力量にかかってま?!J，地域民主主義運動の前進にかかっている。との場合、住民による地
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域統治は、現主Eの政府・独占資本による住民 e地域支配を完全に排除できるものではをい。当面

の実践的課題としては、住民の生活と健康を擁護し、生産，経営を発展さ‘せる立場から、政府・

独占華是正誌による住民，地域支配κ対して民主的規制を加えるととをめざし、そのようを住民自治

を地方政治の中にぎTtr T まで貫き、そのととを基礎にしてさらに盟政革新をめざすととが求め

られる。

3 地域農業の基本課題一一地域的・集団的生産力の形成一一

以上の基本祝角K立って、地域農業の基本課題についてのぺるをらば、それは地域的・集団的

生産力の形成というととに集約される。とのととは、農業をめぐる社会的分業が高度を発達をと

げ、農民経営に対する資本主義的包摂がいっそう進むさとかで顕著VClrとをってきた農民経営、地域

農業の破壊K対して、農民自身が、まさκとのようを農業展開の過程で培われてきた農民相互間

の(個別経営の枠をとえた〉社会的・地域的連帯を基礎U亡、農民(住民〉主体の地域農業の発展

をめざすととにほかでtらまい。

とのようを地域的・集団的農業生産カ形成には次の三つの基礎的条件が必要である。第ーに、

その生産力的基礎として、とれまで農民経営を基礎に築き上げられてきた農業生産力水撃のもと

で、他方での高い工業生産力水準の成果Uてよって改良された農業生産手段、生産技術を農業に適

用する条件がしだいに熟しているとと、との点についてはげんに大裂流通・加工施設、機械体系

をどKついて値別経営の枠をとえた生産手段体系が地域的・集団的K形成されている。第ニU亡、

その階層的基盤として、農民経営の補強的手段としての農業共同化が、それぞれの農民諸階層の

状態(経営・生活状態)VC);tじた中K位置づき、 ζのととを基軸とするいわゆる上からの共同化が農民

的生産力の形成と真向から対立する。第三の主体的条件花関しては、労働者・農民の連帯を基礎

とする住民の地域的連帯、住民自治は、 ζれを抑圧し地域支配の強化をめざす政府・独占資本の

住民対策(たとえばコミェエティ政策、そとになける生涯教育の位置づけ〉との対抗関係を強め

る。

以上の課題κ郎して地域農業の展開過程をみた場合、京都府下をはじめ全国的t亡すぐれた先進

的実践が見いだされるが、最近、北海道陣いても地域農業の自主的発展というKふさわしい実践

がみられる。以下κとbあげるのは、それらのうちわれわれがつぶさtてその実態Kふれるととの

できた実践事例であ払今後もひきつづき課題に即して深めようとしているものである。

4 地域農業の自主的発展一一興践事例を中心に一一

(1) 洞爺農業一一地域農業の自主的展開一一

洞爺農業は畑作を基幹としている。北海道の畑作は貿易自由化の打撃を直接的に受け、十数

年らい農業「近代化J政策のもとで再編成され近年ますます危機的様相を深めている。洞爺農

業は、とのようを農業「近代化J政策VC追随するととてと〈土脅威農業として独自の発展をとげて

きた。その基調は、「地域開発J政策から地域農業を守b、極力離農老を出さずに倍々の農民

の生活と営農を充実させる、そのためK農協、農業改良普及所をはじめ関係機関が指導'協力

体制をとる、 というととK要約できる。
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洞爺農業Kないて農民控室主を充実させる具体的?を内容は、従来の豆類、ばれいしょ没どを根

幹とする畑作に、野菜作、畜産念どを導入するととであったが、と(!r亡、野菜作の展開は地域

農業の新たでと発展の基礎ををした。すをわち、先駆的野菜作農家を中核として「そ菜園芸技術

研究会Jが組織され、農協の援助・指導のもとに野菜作が急速に定着し発援をとげた。そとで

はと bわけ野菜作に強かった農業技術の封鎖性が克服され、共同育菌、共同集荷販売をどを基

礎K農業技術、生産力が地域的・集団的K形成され発展してきた。との場合、農協が真犯農民

共同組織としての基本姿勢を質き農民掬冶に積極的役割を果してきた。昭和岳 6年以降、第二

次構造改善事業が実施されるが、すでに計画段階から地元農民の婆求と地域差是業の実態が反映

されるよう努力され、との事業の実施過程で一般にみられる農業「近代化jの押しつけ、とい

側面は馨るし〈後退した。むしろ、との事業に伴う大型流通施設やピエールハウスの建設は、

地域的'集問的生産力を裏打ちする生産手段の充実を実現し、農業生産力を増進さぜる条件と

をった。また、 ζの過程で、農協が生産 e営農指導とともに生産物の集荷・販売に果した役割

はきわめて大脅かった。

とのようを地域農業の展開過程でその一環として実践されてきた農民鞠冶は、青年層・婦人

}蓄にまで及びつつある。青年緩花関しては「高原野菜研究会Jの中絞としての活動をはじめ地

域農業の後継者として策実在成長をとげつつある。また、婦人層K関しては、生産・生活面で

の集団的をふれ合いや活動を通して、「家父長制」的家族関係のもとでの農村婦人の地位の低

さを自覚し、経営活動への積極的参加、地域集問活動への参加さtどが活発にさとっている。

前騎村になける地域農業の発展とその一環としての農民蹄冶の実践のをかで、地域的連帯の

よbすすんだ段階として、地域の労働者、住民をふくめた住民自治の前進とそれを基礎とする

自主的地域づく bをめざすことが新たを課題とをっているα

(2) 別海町一一労農学習遂動の展開一一

別海町は、日本でも有数の飴農地帯であ b、酪農「近代化J政策が尖鋭的vc推進されてきた

地域である。戦後の開拓事業とそれにつぐ根&111パイロヅト事業を経由して、農業構造改善事業

へと号iき継がれ、との過程で最近の 10年間でも約 g分の 1の酪農家を離農に追い ζんだoすで

に事業が着手され 8戸の人権が行われている「新酪農村建設事業Jはその最先端κ位援する事

業である。しかもとの事業ととれに付帯する諸事業は、たんに入植地域にとどまらず、入植地

域を核にして根室地域全域の酪農「近代化Jとそれにともをう地域農業の再編成を企画してh

る。をさしく最新で最大規模の農業システム化・装置化である。

5.H踊労農学習会は、とのように農業「近代化Jがもっとも激烈κ進行しつつある地域で、と

の政策に立すするギリギリまでの対決と、しかもその中で自主的地域づ <!Jを展開する学習遼動

として取b組まれてきた。第1間以来、酪農「近代化J政策の批判的検討とともに酪農の自主

的発展の方向が一貫して追求されてきた。との問、労組、農民組織、地域民主団体の幅広い結

集のもとに「牛飼いに生きる£寸1たちのカで経営改養の遂をさぐろう Jが統一テーマとしてか

かげられた。 19 7 4年K聞かれた第4間労農学習会では、教育労働者から地域の教育問題が、

また自治体労働者からは酪農民(とく K婦人〕の健康問題が鋭〈提起された。もっとも、とれ

までは労農学習会への農民の倒男Ij的，組織的参加が十分でをいととをど克服すべ書課題も少を
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くをいが、第4倍以降、新たてEうどきがみられるととにも注尽してtければをらをい。まず、第

lVcfゴールをき規模拡大Jといわれてきた酪農「近代化Jが地域にないて矛盾を深め、農民

の営農と生活が圧迫され破壊されるでとかで、農民じしんζのζとを自覚しつつあるとと、そして、

第2κ、その反省のうえにたって農民経営と地域の実態Kあった農業を自主的に発展させよう
とする意欲が高ま担、儲民農家のすぐれた実践もあらわれているとと、第3VC、とれら個知的

実践事例を地域農業のあbゴ子氏結びつけて共通の認識とし、地域的・集団的取bくみに広げる

場として小地域の労農学習会ともいうべき酪農経営研究集会が重要を役鋭を果しているとと

(第8自のスローガン「牛鵠いに生きるなれたちのカで経営改善の道をさぐろう Jは本格的に

農民じしんによって実践に移されつつある)、第4VC、かかる学習会の担い手は主として農業

青年であb、彼らじしん農家の後継者としてまた地域農業の新しい担い手として着実κ成長し

つつあるとと、(地域労働者が労農学習会で巣してきた先進的役割が着実陀突を結びつつある)

第 5VC、そのようを地域農業の発展方向の中K農協、町自治体、部落をどがあらためて重要を

位置づけをされているとじをどが指摘できる。とれまで、政府・独占資本によって主導的犯

進められてきた酪農「近代化JVC対抗して、自主的地域づく bの一環としての地域差是業とその

内実としての刻識的・集団的生産力が着実に前進しつつあb、さらにとの中で伎民自治のいっ

そうの発展が求められているといえる。
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